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会議資料の名称 

令和３年度 第４回 

大空町廃棄物減量等推進審議会議案 

資料：答申書内容案、スケジュール案 

審議内容及び結果 

【審議内容】 

（１）ごみ処分手数料及びごみ収集運搬手数料の

改定に係る答申案について 

（２）その他 

 

【審議結果】 

（１）ごみ収集運搬手数料及びごみ処分手数料の

改定に係る答申案について 

  ①改定方法について次のとおり意見する。 



・改定すべきと答申する指定ごみ袋料金及び

事業系ごみ処理券について、２回に分けて

改定する。 

・改定の時期及び金額は、次の通りとする。 

 １回目：令和５年４月１日 

     ・指定ごみ袋１リットル当たり１

円 増 額 （ １リ ッ ト ル当 た り３

円） 

     ・事業系ごみ処理券１個につき30

円増額（１個につき80円） 

 ２回目：令和７年４月１日 

     ・指定ごみ袋１リットル当たり１

円 増 額 （ １リ ッ ト ル当 た り４

円） 

     ・事業系ごみ処理券１個につき20

円増額（１個につき100円） 

②答申の方法 

町長に本審議会に 出席いただき審議会

の中で答申する。 

（２）その他 

    今回の手数料改定の審議が終了後も、廃

棄物処理に係る現況報告やその他関連した

課題の意見を伺う機会として、毎年数回審

議会を開催する。 

    廃棄物処理施設の実態を把握するため、

他市町村の施設見学も検討する。 

 

＜審議会顛末＞ 

１ 開  会  

２ 議  事  

（１）ごみ処分手数料及びごみ収集運搬手数料の

改定に係る答申案について 



〔事務局〕（資料説明） 

〔会長〕まず、答申書に段階的な手数料値上げに

ついて記載したいとのことであったが、その

ことについて意見はあるか。 

 （各委員 異議無し） 

〔会長〕改定すべきと意見した額の半額程度で２

回に分けてということについてはどうか。 

 （各委員 異議無し） 

〔会長〕それでは、段階的な値上げについて答申

に加えることとする。 

次に、スケジュール案について、住民への周

知・説明の期間や事務的な準備期間も考慮し、

改定の実施時期について意見を伺いたい。前回

までの審議会の中では、十分な説明後に実施す

るように、ということで実施時期については明

示しないこととしていた。 

例えば、令和４年10月からの改定だと、これ

からの事務的な作業がかなりタイトなスケジ

ュールになることが想定される。可能なのか。 

〔事務局〕可能ではあるが、スケジュール的にタ

イトになる。 

〔会長〕廃棄物の広域処理や新規の施設整備の検

討もあると聞いているが、影響はあるのか。 

〔事務局〕今回の諮問では、廃棄物の広域処理や

新規施設整備による影響は、考慮しないこと

としている。 

〔会長〕それでは、スケジュール案の⑤、⑦（１

回目 令和５年４月、２回目 令和６年４月

または令和７年４月）の案あたりだと思うが、

皆さんの意見はどうか。 

〔副会長〕答申では、このスケジュール案の時期

を目指すという書き方になるのか。 



〔事務局〕このスケジュールでの改定が審議会の

意見であるとの記載になる。 

〔委員〕本来であれば、目標の改定額に早期に到

達させることが必要だと思うが、周知・説明

のことや激変緩和のことを考えると、⑦の案

で良いと思う。 

〔委員〕いきなり指定ごみ袋が倍額になるのだと

したら、今まで900円だったのが1,800円にな

る。それであれば今10枚入り１袋で販売され

ているが、10枚をなかなか使いきれない種類

の袋もあるため、バラ売りや５袋入りなど、

もう少し小分けして販売し、手出しを少なく

購入できる方法も考えて欲しいと思ったが、

このように１段階置くのであれば急な手出し

の増も和らぐのではないかと思う。 

〔事務局〕小分けの販売方法については、検討し

たい。 

〔会長〕それでは⑦の案、１回目は、「令和５年

４月から指定ごみ袋を一律１リットル当たり

１円増額し３円に、事業系ごみ処理券１個に

つき30円増額し80円にする。」２回目は「令

和７年４月から更に指定ごみ袋を一律１リッ

トル当たり１円増額し４円に、事業系ごみ処

理券１個につき20円増額し100円にする。」と

いうことで、審議会の意見として良いか。 

  （各委員 異議なし） 

〔事務局〕このことを踏まえ、答申書案を作成し、

まず皆さんに郵送する。内容を確認いただき

たい。 

〔会長〕その案を元に、再度審議会を開くかどう

かであるが。 

〔委員〕修正の内容によっては、会長に一任でも



良いと思う。 

〔会長〕それでは、修正が無い場合や軽微な場合

は、再度審議会は開かずに答申書を作成する

こととして良いか。 

 （各委員 異議なし） 

〔会長〕次に答申方法であるが、諮問を受ける際

は、審議会に町長に出席いただき諮問を受け

た。答申の際にも出席いただき答申書を渡す

か、審議会の中でなく会長が代表して渡すか

ということであるがどのようにするか。 

〔委員〕審議会の中で渡す方が良いのではないか。 

〔副会長〕他の審議会でも審議会の中で答申して

いたように思う。 

〔会長〕それでは、審議会を開催し、その中で町

長に答申することとする。 

 

（２）その他 

〔事務局〕今回の手数料改定の審議が終了後も、

廃棄物処理に係る現況報告やその他関連した

課題の意見を伺う機会として、毎年１回ない

し２回程度この審議会を開催したいと考えて

いる。 

 近隣市町の施設見学なども行うことも考え

たい。他市町の施設の状況や本町の施設の状況

も知ってもらい、各委員からも廃棄物に関連し

た情報を町民の方へ広めていただけるように

なると良いと考えている。 

また、委員各位にあっては、各団体からの推

薦となっている。役員変更となった場合など

は、引き継ぎをお願いしたい。 

〔会長〕手数料の審議終了後も、毎年開催したい

とのことだが、そのようなことで良いか。引



き継ぎについてもお願いしたい。 

 （各委員 異議なし） 

〔会長〕以上で令和３年度第４回の廃棄物減量等

推進審議会を閉じる。 

 

【以上、午後７時０２分 閉会】 

 

 

 


